
「天文学の世界史」
平成24年6月9日(土) 15:00～18:00 (受付14:30～)

京都産業大学 神山天文台 (平日8:45～16:45 土曜日14:00～20:00)
TEL：075-705-3001 E-mail：tenmondai-jim@star.kyoto-su.ac.jp HP：http://www.kyoto-su.ac.jp/kao/

天文学は文明が誕生したときから存在した学問であり、古今東西、常に最先端の英知が集
まる学問でもありました。
惑星の動きを追い続けたメソポタミア、太陽と恒星の暦を作ったエジプト、幾何学を応用し
たギリシャ、巨大な数字を計算したインド、古い観測記録を残した中国や日本。様々な文化
圏の発展と交流から生じた、近代天文学に至るまでの流れを紹介します。

京都市教育委員会後 援京都産業大学 神山天文台主 催

● 講座の後半には「アストロノミー・カフェ」を開催します。講師と気軽に会話を交えていただける
機会です。お茶もご用意していますので、くつろぎながらお楽しみください。

● 当日は14:00～21:00まで一般公開を実施します。
※19 :00～21:00は天体観望会(天候不良の場合は宇宙の３D映像上映)

そ の 他

無 料参 加 費中学生以上の方対 象

不要（当日直接、神山天文台へお越しください）
※ 満席の場合は入場できないことがございますので、あらかじめご了承ください。

申 込 み

京都産業大学 神山天文台 地下1階 サギタリウスホール （京都市北区上賀茂本山）会 場

 講師：廣瀬 匠

 （京都大学大学院文学研究科 博士後期課程）

長尾 透 ( ながお とおる )

専門分野： 銀河 ・ 巨大ブラック

ホールの形成と進化

イスラーム文化圏の
星座絵に描かれたオリオン座

～四大文明からルネッサンスまで～


